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っ
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本
学
は
一
六
三
九
(
寛
永
十
六
)
年
に
本
願
寺
第
十
三
代
良
如
宗
主
の
も
と
で
学
寮
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
徳
川
政
権
は
、
「
公
儀

秩
序
」
を
確
立
す
る
た
め
武
家
諸
法
度
、
諸
宗
寺
院
法
度
な
ど
を
定
め
本
格
的
な
制
度
、
政
策
を
展
開
し
、
仏
教
各
宗
に
お
い
て
も
宗

学
の
構
築
、
僧
侶
養
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
本
学
が
開
設
さ
れ
た
年
に
徳
川
政
権
は
鎖
国
令
を
発
し
た
が
、
学
寮
で
の
真
宗
・
仏

教
の
研
究
・
学
び
は
、
「
鎖
国
」
下
に
あ
っ
て
も
聞
か
れ
た
人
文
知
の
回
路
を
有
す
る
僧
侶
を
育
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
遠
く
イ
ギ

リ
ス
で
は
一
六
二
八
年
に
権
利
の
請
願
が
だ
さ
れ
、
一
六
四
二
年
か
ら
四
九
年
に
わ
た
り
清
教
徒
革
命
が
お
こ
り
、
近
代
化
へ
の
胎
動

を
告
げ
て
い
た
。

そ
の
後
、
日
本
は
十
九
世
紀
半
ば
に
開
国
を
告
げ
、
明
治
政
府
は
、
岩
倉
具
視
ら
の
遺
欧
使
節
団
を
派
遣
し
た
が
、
本
願
寺
も
梅
上

津
融
、
島
地
黙
雷
ら
を
派
遣
し
、
留
学
生
と
し
て
赤
松
連
城
ら
を
送
り
だ
し
た
。
一
八
七
五
(
明
治
八
)
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国

し
た
赤
松
連
城
ら
に
よ
っ
て
本
学
で
は
、
学
校
制
度
が
採
用
さ
れ
、
文
明
開
化
に
対
応
す
る
従
来
の
宗
学
の
ほ
か
に
幅
広
い
教
科
を
学

ぶ
普
通
学
科
を
設
け
、
新
た
な
教
育
展
開
を
は
か
っ
た
。
一
八
七
九
(
明
治
十
二
)
年
に
は
大
教
校
を
建
て
、
一
八
八
四
(
明
治
十

七
)
年
に
は
普
通
教
校
を
開
き
、
大
学
林
を
広
く
聞
か
れ
た
教
育
施
設
、
幅
広
い
教
養
を
修
得
す
る
教
育
へ
と
改
革
が
進
展
し
た
。
一

九
O
五
(
明
治
三
十
八
)
年
に
は
専
門
学
校
令
に
よ
る
仏
教
大
学
と
な
り
、
一
九
二
二
(
大
正
十
二
年
に
は
旧
制
の
大
学
令
の
認
可



を
得
て
龍
谷
大
学
と
改
称
さ
れ
た
。

本
論
集
は
、
大
学
林
の
同
窓
会
『
会
報
』
第
一
号
、
一
八
九
九
(
明
治
三
十
二
)
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
、
三
年
し
て
『
六
傑

学
報
』
と
な
り
、
さ
ら
に
校
名
の
更
改
に
と
も
な
っ
て
『
龍
谷
大
学
論
叢
』
、
一
九
三
三
(
昭
和
八
)
年
に
は
『
龍
谷
学
報
』
と
改
名

一
九
四
四
(
昭
和
十
九
)
年
に
は
一
時
休
刊
し
た
が
、
新
制
の
文
学
部
が
発
足
し
た
一
九
四
九
(
昭
和
二
十
四
)
年
に
現

さ
れ
た
。

在
の
『
龍
谷
大
学
論
集
』
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
。

戦
後
、
本
学
で
は
経
済
社
会
の
転
換
期
に
あ
た
り
社
会
科
学
系
学
部
と
し
て
一
九
六
一

部
を
開
設
し
た
。
そ
れ
は
、
親
鷺
聖
人
七

O
O回
大
遠
思
法
要
の
記
念
事
業
で
あ
り
、
総
合
大
学
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
も
の
で
あ

っ
た
。
続
い
て
経
営
学
部
、
法
学
部
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
九
(
平
成
元
)
年
に
は
創
立
三
五

O
周
年
記
念
事
業
と
し
て
滋

賀
・
瀬
田
学
舎
に
理
工
学
部
と
社
会
学
部
を
開
設
し
、
さ
ら
に
一
九
九
六
(
平
成
八
)
年
に
は
国
際
文
化
学
部
を
開
設
す
る
に
至
っ
た
。

国
際
水
準
の
科
学
技
術
の
進
展
や
国
際
化
に
貢
献
し
う
る
教
育
・
研
究
を
目
ざ
し
な
が
ら
も
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
複
雑
な
人
間
の

あ
り
ょ
う
へ
の
深
い
凝
視
、
理
解
を
有
し
た
人
間
教
育
の
課
題
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
論
が
語
ら
れ
は
じ
め
て
す
で
に
約
半
世
紀
が
経
過
す
る
。
そ
れ
は
近
代
の
諸
分
野
の
行
き
づ
ま
り
、
構

造
主
義
の
議
論
に
と
と
ま
ら
ず
近
代
的
な
知
性
、
人
間
論
の
基
本
に
関
わ
る
深
い
問
題
で
も
あ
る
。
文
学
部
の
諸
分
野
が
長
き
に
わ
た

(
昭
和
三
十
六
)
年
に
深
草
の
地
に
経
済
学

っ
て
集
積
し
て
き
た
建
学
の
精
神
を
内
在
し
た
人
文
知
の
教
育
・
研
究
、
そ
し
て
短
期
大
学
部
が
集
積
し
て
き
た
社
会
福
祉
分
野
の
知

の
教
育
・
研
究
は
、
今
後
、
い
っ
そ
う
現
代
社
会
に
発
信
し
、
対
話
力
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
集
積
し
て
き
た
文
学
部
・
短
期
大
学
部
の
聞
か
れ
た
人
文
知
の
伝
統
力
も
発
揮
で
き
よ
う
。

本
年
、
三
七

O
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
縁
に
、
文
学
部
・
短
期
大
学
部
の
長
き
に
わ
た
る
発
展
に
、
人
文
知
の
集
積
に
寄
与
し
て

い
た
だ
い
た
諸
先
生
の
思
徳
に
深
謝
し
つ
つ
、
私
た
ち
は
、
文
学
部
・
短
期
大
学
部
に
お
け
る
人
文
知
の
継
承
と
創
造
に
向
け
て
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。




